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（１）

中
京
病
院
労
組
の
ス
ト
突
入
集
会
（
病
院
玄
関
前
）

決起集会で紹介。名古屋工場分会
のストに入る仲間たち（名古屋駅
西口広場で）

１９９８年４月５日

全
動
労
東
海
地
本
は
十
九
日

午
後
一
時
か
ら
、
名
古
屋
駅
前

西
口
広
場
で
八
十
人
の
仲
間
が

参
加
し
、
ス
ト
突
入
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
東
海
地
本
の
木

下
一
彦
委
員
長
は
、
「
こ
の
春

闘
、
職
場
の
仲
間
か
ら
全
動
労

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
の
内
部
留
保

は
五
千
四
百
六
十
六
億
円
あ

り
、
四
万
五
千
円
の
賃
上
げ
は

十
分
可
能
。
不
況
下
の
春
闘
だ

が
、
消
費
不
況
を
克
服
す
る
た

め
に
も
大
幅
賃
上
げ
を
�
」
と

挨
拶
。

半
日
ス
ト
に
入
っ
た
名
古
屋

工
場
分
会
の
七
名
の
仲
間
を
代

表
し
て
佐
藤
健
二
分
会
長
は
、

「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
八

十
％
が
生
活
が
苦
し
い
と
訴
え

て
い
る
。
私
も
出
向
年
齢
で
、

子
ど
も
の
教
育
費
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
四
万
五
千
円
は
必
要

な
賃
上
げ
額
。
た
た
か
い
ぬ
こ

う
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

集
会
に
は
愛
労
連
を
始
め
、

国
労
や
建
設
一
般
の
仲
間
も
激

励
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

二
、
五
〇
〇
人
が
参
加

ス
ト
突
入
集
会

全全
動動
労労
東東
海海
地地
本本

３３
・・
１１９９
愛愛
知知

総
決
起
集
会

九
八
春
闘
の
最
大
の
山
場
を

迎
え
た
一
九
日
夜
に
は
、
ス
ト

ラ
イ
キ
や
職
場
集
会
で
決
起
し

た
春
闘
共
闘
の
仲
間
た
ち
二
千

五
百
人
が
、
名
古
屋
市
中
区
栄

の
久
屋
市
民
広
場
で
開
か
れ
た

「
３
・
１９
春
闘
総
決
起
集
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
か
ら
激
励
に
か
け
つ
け

た
佐
原
中
央
春
闘
共
闘
事
務
局

次
長
は
、
全
国
の
仲
間
の
奮
闘

を
紹
介
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｃ
の
低

額
回
答
は
景
気
回
復
の
足
を
引

っ
張
る
も
の
と
批
判
し
、
「
財

界
・
企
業
の
賃
金
抑
制
を
打
ち

破
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

食べて…

…寝るだけ�
標標準準生生計計費費体体験験

名
南
会
労
組
は
ス

ト
突
入
集
会
後

地
域
へ
医
療
改
悪

反
対
の
署
名
を

愛 労 連

愛知県労働組合総連合
名古屋市熱田区沢下町８－１８

労働会館第２ビル
ＴＥＬ ０５２－８７１－５４３３
発行人 見 崎 徳 弘

第６２号 １９９８年４月５日

豊橋市職労青年部

職場集会で決起した名水労の仲間

◎日時 ４月１７日（金）午後６時３０分開会
◎場所 栄小公園（名古屋・栄交差点北角）
◎集会終了後 日銀名古屋支店までデモ行進

悪政阻止�
不況打開・くらしを守る

４．１７決起集会

愛
知
県
医
労
連
は
六
組
合
が

ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
健
保
労
組
中
京
病
院

支
部
は
、
八
時
三
十
分
の
始
業

時
か
ら
二
時
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ

に
入
り
、
玄
関
前
の
突
入
集
会

で
は
一
五
〇
人
の
組
合
員
が
決

起
し
ま
し
た
。

組
合
で
は
大
幅
賃
上
げ
を
始

め
、夜
勤
手
当
の
引
き
上
げ
、準

夜
・
深
夜
の
タ
ク
シ
ー
代
全
額

負
担
な
ど
諸
手
当
改
善
、
看
護

婦
の
増
員
な
ど
、
約
六
十
項
目

の
要
求
で
交
渉
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。し
か
し
病
院
側
は
、医
療

改
悪
に
よ
る
病
院
経
営
の
厳
し

さ
を
人
件
費
抑
制
で
の
り
き
ろ

う
と
、
諸
手
当
の
削
減
や
採
算

ベ
ー
ス
の
合
わ
な
い
科
の
定
数

減
の
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。

突
入
集
会
で
挨
拶
し
た
進
士

鶴
夫
支
部
長
は
、
「
大
幅
賃
上

げ
で
不
況
打
開
。

労
働
法
制
や
医
療

の
連
続
改
悪
反
対

を
掲
げ
今
日
、
全

国
の
仲
間
が
立
ち

上
が
っ
て
い
る
。

連
帯
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
で
決
起
し
た
看

護
婦
の
豊
田
信
子
さ
ん
は
、

「
政
治
を
変
え
な
い
と
根
本
的

な
解
決
は
で
き
な
い
。
今
も
玄

関
前
で
ビ
ラ
を
配
っ
て
い
た

ら
、
患
者
さ
ん
が
激
励
に
来
て

く
れ
た
。
社
会
保
障
の
改
悪
で

生
活
が
苦
し
く
な
り
、
危
機
感

が
あ
り
、
前
よ
り
患
者
さ
ん
の

反
応
は
い
い
。
共
同
し
て
運
動

で
き
る
条
件
が
広
が
っ
て
い
る

と
実
感
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

豊
橋
市
職
労
青
年
部
は
、

公
務
員
の
賃
金
の
元
に
な
る

「
標
準
生
計
費
」
で
本
当
に

暮
ら
せ
る
の
か
、
身
を
も
っ

て
体
験
し
よ
う
と
「
標
準
生

計
費
体
験
」
に
五
人
の
青
年

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
で
い
う
「
標

準
生
計
費
」
は
、
公
務
員
の

賃
金
を
決
め
る
重
要
な
要
素

の
一
つ
で
、
標
準
的
な
生
活

を
送
る
の
に
必
要
な
生
活
費

で
す
。
人
事
院
は
総
務
庁
の

家
計
調
査
や
全
国
消
費
実
態

調
査
に
基
づ
い
て
算
定
し
て

い
る
か
ら
、
生
活
実
態
を
反

映
し
た
も
の
だ
と
い
っ
て
い

る
の
で
す
。

や
っ
て
み
て
国
の
示
す
生

計
費
は
、
「
と
ん
で
も
な
く

苦
し
い
生
活
だ
」
と
い
う
の

が
五
人
の
仲
間
の
実
感
。
秋

の
確
定
の
要
求
運
動
に
今
回

の
実
感
を
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
山
田
章
さ
ん
の
体
験
談

夕
食
は
自
炊
、
昼
食
は
職

員
食
堂
の
弁
当
、
お
米
は
実

家
か
ら
の
仕
送
り
、
下
宿
代

も
安
い
の
で
な
ん
と
か
や
れ

た
。
趣
味
は
旅
行
で
土
・
日

は
よ
く
出
か
け
る
。
こ
の

間
、
休
み
は
五
日
あ
っ
た

が
、
組
合
活
動
で
一
日
も
行

け
な
か
っ
た
。
い
つ
も
ど
お

り
の
生
活
だ
っ
た
ら
完
全
に

赤
字
。
食
う
だ
け
が
精
一
杯

で
、
人
間
ら
し
い
く
ら
し
は

で
き
な
い
賃
金
と
実
感
し

た
。

〈体験期間〉’９８年２月９日～２３日ま
での１５日間

山田章さん（２７歳）の家計簿

ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
�

第６２号

医医
労労
連連
・・
中中
京京
病病
院院
労労
組組
なな
どど

「
２
・
２６
総
行
動
」

「
３
・
８
中
央
大
集

会
」
に
続
き
３
月
１９
日

に
は
、
職
場
や
地
域
で

労
働
者
が
大
幅
賃
上
げ

で
不
況
打
開
を
、
労
働

法
制
改
悪
反
対
を
始
め

と
し
た
悪
政
阻
止
な
ど

の
要
求
を
掲
げ
、
ス
ト

ラ
イ
キ
を
含
む
諸
行
動

に
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
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'９７年人勧標準生計費 １２８，６６０
２週間の支出合計

１，５１５

４，５８２

９６０

５，６５０

￥１２，７０７

７，２４５

４，０６５

￥１１，３１０

０

０

０

４，２２２

０

２２，５７０

￥２６，７９２

２，０００

３，０９６

０

０

￥５，０９６

５５，９０５

費 目

主 食

副 食

嗜 好 品

給食・外食

食料総合計

住居関係費

水・光熱費

住居総合計

被服・履物類

保健医療費

理容衛生費

交通・通信費

教 育 費

教養娯楽費

雑費�合計
交 際 費

社会活動費

自動車関係費

そ の 他

雑費�合計
総 支 出 合 計

９８春闘勝利へ
３．１９第１波全国統一行

動



〈佐々木さんの2/1～2 /15までの勤務表〉�

2/1（日）�

2/2（月）�

2/3（火）�

2/4（水）�

2/5（木）�

2/6（金）�

2/7（土）�

2/8（日）�

2/9（月）�

2/10（火）�

2/11（水）�

2/12（木）�

2/13（金）�

2/14（土）�

2/15（日）�

0

07

14 51

18

11

12

01

20 45

15

50

31 04

6

前日からとまりこみ�

前日からとまりこみ�

公休�

特休�

特休�

特休�

特休�

12 18 24

勤務時間�(　)内は拘束時間� 待ちあわせ時間� 仮眠�

（1/30.15：50～2/1.12：07）�

（6：14～15：51）�

（13：18～2/6.10：11）�

（14：12～2/8.11：01）�

（9：20～19：45）�

（17：15～2/13.11：50）�

（5：31～14：04）�

メーデーのルーツ

ププ
ララ
カカ
ーー
ドド
・・
デデ
ココ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
ココ
ンン
クク
ーー
ルル

ふふ
るる
っっ
てて
ごご
応応
募募
をを
�

しし
めめ
きき
りり

五五
月月
一一
日日
九九
時時
三三
十十
分分

１９９８年４月５日

決決
起起
しし
たた
日日

８８
時時
間間
労労
働働
制制
求求
めめ
てて

メ
ー
デ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の

労
働
者
が
八
時
間
労
働
制
を
要

求
し
て
、
五
月
一
日
に
ゼ
ネ
ス

ト
で
立
ち
上
が
り
、
世
界
の
労

働
運
動
に
共
同
を
呼
び
か
け
た

こ
と
が
出
発
点
で
す
。

い
ま
日
本
で
は
世
界
の
時
間

短
縮
の
流
れ
と
逆
行
し
、
財
界

の
意
向
を
受
け
た
労
働
省
が
、

裁
量
労
働
制
や
変
形
労
働
制
の

拡
大
、
短
期
雇
用
契
約
制
な
ど

の
労
働
基
準
法
改
悪
案
を
国
会

に
上
程
し
て
い
ま
す
。

こ
の
改
悪
は
働
く
時
間
と
く

ら
し
全
体
の
リ
ズ
ム
を
バ
ラ
バ

ラ
に
し
、
た
だ
働
き
の
長
時
間

労
働
が
ま
か
り
と
お
り
、
ク
ビ

切
り
も
自
由
勝
手
に
で
き
る
仕

組
み
を
作
る
も
の
で
す
。

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、
労
基

法
改
悪
案
を
阻
止
す
る
総
決
起

の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
く
ら
し

と
権
利
を
守
り
、
平
和
と
民
主

主
義
の
日
本
を
め
ざ
し
て
、
国

民
と
共
同
し
て
政
治
を
変
え
る

た
め
に
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ＪＲ職場の 変変形形労労働働時時間間のの拡拡大大はは

愛 労 連

一一
緒緒
にに
喜喜
びび
、、

悩悩
んん
でで
くく
れれ
るる

スス
テテ
キキ
なな
仲仲
間間

組
合
に
入
っ
て
一
番
良
か
っ

た
の
は
、
ス
テ
キ
な
仲
間
た
ち

に
出
会
え
た
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ

に
仕
事
や
社
会
に
対
し
て
問
題

意
識
を
持
っ
て
考
え
て
、
実
践

し
て
い
る
人
た
ち
の
集
ま
り
だ

か
ら
、
と
に
か
く
「
濃
い
」
。

ど
ん
な
話
で
も
盛
り
上
が
る
。

静
か
に
じ
っ
く
り
話
し
合
う
こ

と
も
で
き
る
。
一
緒
に
い
る
時

間
は
と
て
つ
も
な
く
充
実
し
て

い
て
、
楽
し
く
て
仕
方
が
な

い
。

受
け
持
の
生
徒
が
「
つ

い
に
自
分
の
路
を
見
つ
け

て
歩
き
出
し
た
！
」
と
い

う
話
を
す
る
と
一
緒
に
喜

ん
で
く
れ
る
。
職
場
の
い

や
な
こ
と
を
話
す
と
問
題

点
を
掘
り
下
げ
な
が
ら
も

笑
い
飛
ば
し
て
く
れ
る
。

一
人
で
悩
ん
で
い
る
の
が

ば
か
ば
か
し
く
な
る
。
一

人
で
喜
ん
で
い
る
の
が
も

っ
た
い
な
く
な
る
。

愛
高
教
・
堀

直
予

新新入入職職員員のの
みみななささんんへへ

先輩組合員から一言

ダダ
ンン
スス
をを
通通
じじ
てて

広広
がが
っっ
たた
仲仲
間間
のの
輪輪

私
に
と
っ
て
歌
と
踊
り
は
自

己
表
現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ

っ
た
け
ど
、
今
同
時
に
二
つ
も

実
現
で
き
た
。

そ
し
て
何
の
た
め
に
歌
い
踊

る
の
か
に
つ
い
て
一
つ
の
答
え

を
教
え
て
く
れ
た
の
が
「
ナ
ー

ス
ウ
ェ
ー
ブ
・
ブ
キ
」

去
年
、
愛
知
で
開
催
さ
れ
た

「
医
療
の
う
た
ご
え
祭
典
」
を

通
じ
「
う
た
ご
え
は
労
働
運
動

と
と
も
に
」
の
姿
勢
を
学
ん

だ
。い

ろ
ん
な
集
会
で
歌
い
踊
る

時
、
た
た
か
う
労
働
者
か
ら
の

熱
烈
な
連
帯
の
拍
手
は
普
通
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
得
ら
れ
な
い

感
動
だ
っ
た
。

こ
の
六
カ
月
、
医
療
労
働
者

と
し
て
学
び
、
成
長
し
て
き

た
。
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
仲
間
の

輪
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
た
。
本

当
に
人
生
一
の
幸
せ
者
に
な
っ

た
。
こ
の
幸
せ
を
あ
な
た
に
も

是
非
�名

南
会
労
組
・
浦
里
恭
子

友人が全国に
広がった

第６２号

ナナ
シシ
ョョ
ナナ
ルル
セセ
ンン
タタ

ーー
めめ
ぐぐ
りり
熱熱
きき
討討
議議

愛
労
連
・
全
労
連
結
成
の

準
備
活
動
が
進
む
一
方
で
、

こ
れ
に
先
行
し
、
民
間
の
大

企
業
労
組
を
中
心
に
、
官
公

労
の
一
部
を
加
え
た
も
う
一

つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

「
連
合
」
結
成
の
動
き
も
急

展
開
し
て
い
ま
し
た
。

愛
知
で
は
「
連
合
」
の
地

方
組
織
の
「
連
合
愛
知
」
が

八
九
年
三
月
一
日
に
発
足
し

て
十
一
月
下
旬
に
は
総
評
解

散
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

「
連
合
」
の
旗
揚
げ
と
い
う

日
程
で
進
ん
で
い
ま
し
た
。

従
っ
て
こ
の
時
期
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
選
択

を
め
ぐ
っ
て
日
本
の
労
働
運

動
史
上
初
め
て
、
労
働
者
・

労
働
組
合
が
か
つ
て
な
い
規

模
で
、
労
働
組
合
や
労
働
戦

線
の
統
一
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
、
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ

ー
の
役
割
、
さ
ら
に
「
連

合
」
路
線
に
反
対
し
、
階
級

的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を

作
る
意
義
な
ど
に
つ
い
て
討

議
を
重
ね
、
「
労
働
組
合
の

選
択
権
」
の
自
由
を
行
使

し
、
自
ら
が
歩
む
道
を
選
択

し
た
時
期
で
し
た
。

と
り
わ
け
、
自
治
労
、
愛

教
組
、
全
金
、
全
国
一
般
な

ど
の
上
部
単
産
の
執
行
部
が

「
連
合
」
傘
下
を
追
求
し
て

い
る
組
合
で
は
組
織
分
裂
が

予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
そ
の

選
択
は
深
刻
な
も
の
が
あ
り

確
固
た
る
展
望
と
決
意
を
必

要
と
し
ま
し
た
。

よ
く
私
が
訴
え
た
の
は
、

「
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
結
成
と
い
う
歴
史
的
大

事
業
は
、
日
本
の
労
働
者
に

と
っ
て
ほ
と
ん
ど
未
経
験
で

創
造
的
な
事
業
で
あ
り
、
限

り
な
い
発
展
と
ロ
マ
ン
が
あ

る
。
一
方
で
、
戦
後
第
二
の

反
動
攻
勢
と
こ
れ
に
屈
服
す

る
「
連
合
」
勢
力
と
の
熾
烈

な
た
た
か
い
と
い
う
厳
し
い

試
練
を
伴
う
事
業
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

トト
ヨヨ
タタ
資資
本本
のの
元元
でで

愛愛
労労
連連
結結
成成
のの
意意
義義

そ
し
て
人
間
カ
ン
バ
ン
方

式
と
い
う
非
人
間
的
な
労
働

を
強
行
し
、
金
儲
け
日
本
一

を
続
け
る
ト
ヨ
タ
を
は
じ

め
、
大
企
業
と
「
連
合
」
勢

力
の
影
響
が
際
だ
っ
て
大
き

い
愛
知
で
、
ま
た
七
大
都
道

府
県
の
中
で
は
、
賃
金
は
男

女
と
も
低
い
の
に
家
計
支
出

は
三
番
目
と
高
い
ほ
か
、
長

時
間
残
業
日
本
一
、
労
働
災

害
、
過
労
死
、
不
当
労
働
行

為
が
相
次
ぐ
な
ど
、
労
働
者

地
獄
が
目
立
つ
愛
知
で
、
ま

と
も
に
た
た
か
う
労
働
者
・

労
働
組
合
の
砦
、
た
た
か
う

ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
結
成

は
、
不
可
欠
で
あ
る
。

資
本
の
横
暴
を
許
さ
ず
、

手
先
と
な
る
こ
と
な
く
、
労

働
者
の
根
性
、
労
働
組
合
の

存
在
を
示
す
た
め
に
も
惜
し

み
な
く
燃
え
よ
う
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

今
国
会
に
か

け
ら
れ
て
い
る

労
働
基
準
法
改

悪
案
は
、
変
形

労
働
や
裁
量
労

働
の
拡
大
で
、

一
日
八
時
間
労

働
の
概
念
を
な

く
し
、
一
日
ま

た
は
一
週
間
の

生
活
リ
ズ
ム
を

バ
ラ
バ
ラ
に

し
、
家
庭
生
活

や
働
く
者
の
命

と
健
康
を
脅
か

す
も
の
で
す
。

す
で
に
一
カ

月
単
位
の
変
形

労
働
制
が
導
入

さ
れ
て
い
る
Ｊ

Ｒ
東
海
の
職
場

で
は
、
ど
ん
な

労
働
実
態
な
の

か
訪
ね
ま
し

た
。

勤
務
時
間
も
拘
束

時
間
も
バ
ラ
バ
ラ

全
動
労
東
海
地
本
で
執
行
委

員
を
し
て
い
る
佐
々
木
聡
さ
ん

（
三
七
歳
）
は
、
東
海
道
本
線

米
原
↓
浜
松
間
を
運
転
し
て
い

ま
す
。
運
転
手
の
勤
務
は
変
則

勤
務
で
す
が
、
基
本
的
に
は
実

働
・
休
憩
・
待
機
時
間
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
年
前
の
乗

務
員
勤
務
「
改
正
」
以
降
、
乗

務
距
離
や
拘
束
時
間
が
長
く
な

り
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
要
求

さ
れ
、
運
転
業
務
が
一
層
し
ん

ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん
の
二
月
一
日
か

ら
十
五
日
ま
で
の
勤
務
表
を
見

る
と
、
毎
日
の
出
勤
時
間
、
拘

束
時
間
は
バ
ラ
バ
ラ
。
平
均
拘

束
時
間
は
約
一
〇
時
間
で
、
二

〇
時
間
四
九
分
と
い
う
長
時
間

拘
束
の
時
も
あ
り
ま
す
。

「
改
正
」
以
前
は
、
行
き
先

地
な
ど
の
「
待
ち
合
わ
せ
時

間
」
を
労
働
時
間
と
し
て
数
え

て
い
た
の
を
「
準
備
時
間
」
以

外
は
労
働
時
間
か
ら
除
外
し
て

し
ま
い
ま
し
た
（
こ
の
改
悪
で

ま
や
か
し
の
時
短
を
お
こ
な

い
、
一
日
七
時
間
労
働
と
し

た
）
。
し
か
も
、
待
機
時
間
は

原
則
自
由
だ
が
、
実
際
は
制
服

着
用
の
た
め
ど
こ
に
も
行
け
な

い
状
況
で
す
。

乗
務
員
の
精
神

疲
労
が
増
大

こ
の
よ
う
な
勤
務
が
労
働
者

の
健
康
や
家
庭
に
ど
う
影
響
す

る
の
か
。
組
合
は
、
九
一
年
に

運
転
職
場
の
家
庭
・
労
働
実
態

調
査
を
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で

は
、
精
神
疲
労
を
感
じ
る
人
が

ど
の
年
代
を
通
し
て
も
多
い
こ

と
や
疲
労
の
原
因
が
、
運
転
中

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
機
器
の

扱
い
、
長
時
間
拘
束
、
厳
罰
・

賃
金
カ
ッ
ト
の
出
場
遅
延

（
列
車
の
発
車
の
遅
れ
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
気
の

休
ま
る
時
が
な
い
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
運
転
手
が
急
病
や

急
用
の
た
め
交
代
す
る
予

備
乗
務
員
が
少
な
い
た

め
、
病
気
に
な
っ
て
も
休

み
づ
ら
い
状
況
も
。

「
変
則
勤
務
で
家
族
と

の
団
ら
ん
が
少
な
い
し
、

拘
束
時
間
が
長
く
疲
れ
を

い
つ
も
持
ち
越
し
て
い

る
。
組
合
で
は
乗
務
員
の

健
康
や
鉄
道
の
安
全
面
か

ら
増
員
と
時
短
の
運
動
を

強
め
て
い
る
」
と
佐
々
木

さ
ん
。

井
上

利
雄
（
前
愛
労
連
議
長
）

シ
リ
ー
ズ

２

（２）

愛
労
連
結
成
ま
で

いい
のの
ちち
とと健健

康康
をを
おお
びび
やや
かか
すす

新
し
い
出
発
に
胸

を
と
き
め
か
せ
て
い

る
皆
さ
ん
�

組
合
加
入
に
つ
い

て
先
輩
か
ら
お
誘
い

が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
私
の
体
験
か

ら
感
じ
た
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。

私
は
青
年
部
の
活

動
を
通
じ
て
、
職
場
で
は

体
験
で
き
な
か
っ
た
新
し

い
発
見
、
い
ろ
ん
な
会
社

や
職
種
の
人
達
と
知
り
合

い
、
遊
ぶ
と
き
は
と
こ
と

ん
遊
び
、
学
習
す
る
と
き

は
分
か
る
ま
で
突
き
詰
め

て
、
腹
を
割
っ
て
話
が
で

き
る
す
ば
ら
し
い
友
人
が

全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
体
験
が
で

き
る
組
合
活
動
を
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

自
治
労
連
・
川
瀬
雅
裕

組合活
動で

自分再
発見を

�

�

●


